
坂井市公共交通サービス・リニューアル（案）
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公共交通サービス・リニューアル概要

１ 目的
人口減少、少子高齢化を踏まえ、交通弱者の日常に寄り添った交通網の整備が必要であり、

さらに利用者増につながるようなコミュニティバスを再構築する。

２ 基本的考え方
コミバス（市）だけでなく、交通事業者（民間）それぞれの役割を明確にすることで共存し

ながら、全体で市民の利便性を高める仕組みを構築する。

種別 主な目的

主なターゲット

高齢者 小中学生 高校生 現役世代

コミバス

基幹ルート
通勤・通学
（市内移動）

◎ 〇

オンデマンド型交通
通院・買い物
（近距離移動）

◎ 〇

路線バス・鉄道 京福バス・ＪＲ・えち鉄
通院・買い物・レジャー

（広域移動） 〇 ◎ ◎

タクシー
ケイカン交通
都タクシー

通院・買い物・レジャー

（広域移動） 〇 〇

計画目標については、坂井市地域公共交通計画（Ｒ３．３）に計上



３ 方針（案）
（１）オンデマンド型交通
・原則、３つそれぞれのエリア内（【三国】【春江・坂井】【丸岡】）のみを移動できる
近距離の乗合交通手段として導入する。

・日常的な移動需要のある通院先や買い物先については、各エリアを超えて一部利用可能。
（移動需要はレセプトデータ等により把握）

・福井大学病院のみ市外目的地として一部移動可能とする。

（２）コミバス（接続ルート）
・オンデマンド型交通の市全域導入に合わせて廃止する。

（３）コミバス（基幹ルート）
・現在の周遊するルートから、直線的なルートに変更する。
・主要な公共施設や交通拠点のみを停留所とする。
・現在の１日６便を８～９便に増便し、約１時間間隔（現状２時間間隔）の時刻表とする。
・将来的には路線バス化し、事業主体の民間移行を目指す。
※その際には、高校生の定期代支援を検討する。
※国や県の補助対象路線とすることで、坂井市の財政負担軽減を図る。

（４）乗り合いタクシー（竹田線）
・現在、補助金を交付して運行している竹田線について、自家用有償運行制度を活用した
地域ドライバーによるオンデマンド型交通への転換を図る。



４ 導入に向けたスケジュール案

種 別

内 容

令和４年 令和５年

令和６年 令和７年

（上半期） （下半期） （上半期） （下半期）

コミバス

オンデマンド型
交通

・停留所増設
（地区内及び行き先）

・車両準備
・各種契約準備

・周知活動
・利用者説明会
・利用者登録 利用状況の把握

利用者数に応じ
車両台数を強化

基幹ルート
直線的なルートへ
変更

路線バス化を検討

接続ルート
全ルート廃止

自家用
有償運行

竹田線

車両８台

4

自家用有償運行によるデマンド運行の検討

市内一斉
本格運行



５ リニューアルに向けた予算（案）

種別 Ｒ２年 Ｒ３年

路線バス 補助金 79,000 75,000

コミバス

基幹ルート 委託料 56,000 53,000

接続ルート 委託料 39,000 42,000

オンデマンド型
交通

ランニング

委託料
（運行等）

0 9,000

使用料
（システム）

0 3,630

イニシャル

委託料
（システム構築）

4,300 0

停留所設置 2,500 0

車両購入費 0 0

車両購入台数 0 0

(運行台数) 0 2台

①合計 180,800 182,630

②運賃収入 5,600 5,700

③公共交通（バス交通）に係る行政負担額（①ー②） 175,200 176,930

（千円）

Ｒ3年～令和7年

現行のバス交通に係る行政負担を維持しつつ、
効率性・利便性の向上を図る。

ただし、オンデマンド導入に伴うイニシャルは
除く

約175,000



 





コミュニティバス基幹ルート
直線化　変更（案）

別紙３

三国駅
（三国高校）

三国病院

イーザ

みくに市民センター

いねす

大関駅

坂井市役所

●新ルート①（案）
キロ程：２２キロ　所要時間：約６０分

（現行）キロ程：３４キロ　所要時間：約９０分

（現行）キロ程：３２キロ　所要時間：約１００分

●新ルート②（案）
キロ程：１４．５キロ　所要時間：約４５分

●現行ルート（基幹丸岡春江）
キロ程：３２キロ　所要時間：約１００分

●現行ルート（基幹三国坂井）
キロ程：３４キロ　所要時間：約９０分

丸岡駅

坂井高校前

丸岡バスターミナル 丸岡高校前

霞の郷

ゆりの里公園

西春江ハートピア駅

春江駅

春江支所
（アミ） 丸岡スポーツランド


